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地域産材による木製品開発研究事業  
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要旨   

本研究事業は 木製品開発事業実行委買会（［＝」家具⊥業会，＝田木材協同組合，＝田玖珠地域産業娠憮坪ンクー几，  

九州電力（株）大分支店，大分県）を設立し，l】田玖珠地ん‾の地j成産材を活用した木製品の試作開発を行い，汗及展ホ会  

を開催した．開発に先がけて，木製品関連業界の技術や流通販路等の現況歴程及び／H妾の方向性に／っいて協議すると共  

に専門家を招楷し 関連業界に対して研修会を開催した．  

1． 目 的   

L†田玖珠地域は，豊富な森林質源を活用した家具製造業  

などの木製品製造業や製材業が集積し，地域経済〝）発展に  

人きく寄与してきた．しかしながら，長引く不況と輸入木製品  

の増人などに上畑巨⊥業出荷額は低迷し地域特性を生かし  

た新たな商品開発に取り組む必要に迫られている．   

そこで∴天然素材で環境にやさしい今日的な材料∴ぐあるス  

ギ材を用いた木製品の開発を推進するため，家具擢業に代  

表される地場木製品製造業に係わる関連企業や団体及び  

公的機関に上る研究会を設置した．研究会では，地域産材  

に関連する情報を整理し意見交換すると共に家具等の木製  

「品刀開登を行い地域特産品の創出を目指すrjう：とした．  

2】 事業内容   

2．1研究会の設置   

実行委貝会のもとに研究会を組織する事として，デザ  

イン，家具製造，建具製造，建築設鉦 木工製作，製材  

業の分野よ り委員を選出Lた．（Fig．1）   

各委員の分野におい一口も．木材塵業界のコラボレーシ  

ョンむ意味し，新たな産業分野の創出やシーズ探求も凶  

る事を前提とした．さらに，植林木材普及協会会長〝）小  

拙和阻札 束京芸術大学建築学判教授黒川哲郎氏をそれ  

ぞれアドバイザーとLて位置／封十 研究会のん向仲ヰ瀦  

作［f，2］の未詳をいただき，／㌻後の■才を二業展開の参考とした．   

Fig．】研究会組織図   

2．2 研修会及び批評会の開催   

前述のアドバイザmによる研修会を下記のとおり開催  

し 家具や製材，団体7 自治体等の職員が聴講した．   

小田原氏は，新潟県の上越ウッドワーク構想を事例と  

して針葉樹の活用と組合組織にした企業化の方法論につ  

し＼て講演した．本事業への提言として，スギ材を使った  

商品のイメ鵬ジの変換や素材の持つ欠点を特徴として活  

かす研究への取り組みを示唆した．（Fig．2）   

また，黒川氏は，家英と日本建築の関係や自身の程ロ目  

する大型木造施設，スケルトン住宅への家具システムに  

ついて講演を行った．   

◎研修会テー「7「地域産材を活用した新たなる展開」  

講 師／植林木材普及協会 会長 小田原健氏  

会 場 ／ 日田一玖珠地域産業振興センター  

診研修会テーー〉7「日田の杉で家具を／〕くる」  

スト、ソクスケルトンとフ「トーインフィル  

講 師／ 東京芸術大学 教授 黒川哲郎民  

会 場／／＝四億業1二芸試験所   

⑳批評会  

試作品〝）リファインや今後の方向性について確認  

アトーiイサー  

東京芸穐人芋妄空挺 警jl皆既  

隆軽水拷哲郎養合会長 小田原 僅  

テサイン  

広川て■針′ノ室′潮手鑑  寮 異  
闇巳木工′一臨u 先兵  

建 巽  
マイ射ノ喝琢辞意  建 築  

賓真・ア＝やユ仙タスノ藤原曲相  

木 工  
木工賢右横′硝姐′欠 

Fig，2 研修会  

2．3 試作品の製作   

2．3．1現況把握とテーマ設定  
マルモ教書オ′′盆山 孝叫  
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目口け出城〔ハ撃封イ業〔川歴史において」J欄ト10年代の建築  

構造材として〝）是産，そLてそれに続くビル，橋梁等≠  

建設作業での足場板〝〕量産が人きなヒークといえる．足  

場板は，合板や鋼材／＼の代吾が進むヰご，他の活用方法  

を検討する状況にある．一方，日田地域の家具凰造業は，  

家具製作に使用する素材としてそぴ）大半を南洋材等の輸  

入材が≡卜～める．しかし輸入堅木の将来的な動向む考慮す  

ると企業として地場産崩〔7バ吉用について取り組む必要性  

がでてきている 

このような状況において，足場板〝〕規格（幅210汀1In，  

厚さ36mrrI，たさ4．000mIれ）を展準とした材料は，＝山地  

城の製材業者にとって容易に製作できる事が確認できた  

そこで， それら〃）モジューー ル化された材料を基本的に使  

用し，テーーマを「広くて厚い素材の提供」として開発イ  

メージを企画しノたぃ（Fig。3）   

開発する試作品は，公的大規模施設の什器類やガーデ  

ニング設備，守竜机等を検討しノ，最終的には日田〝〕家具  

製造業が得意とする屋内のテーーブルセットやタナ関連の  

家具を製作する事とした．   

ユ←ザーの設定は，20－こう（ト才代のこれから持ら家を購  

入Lていく層やリフォーームを考えている 50㌦60 才代〝J  

屑とLてアイディアの展開を行／〕た．（Fig。4）   

去た，昨今〝〕アウトドアぷ向やネット販売む考慮して，  

素材や技術の提供，日田地域の木材関連に関する情報提  

供等，インターネットを想定した↑彼の取り組みも企画  

段階で取り入れる事になった．  

ノ筈筐…  

遊撃  

上∴シ∵ル崇栄  

Fig．4 ラフデザイン  

Fig．5ボーード状モジューールの模型   

2．3，2 加工工程   

ラフデザインによる検討御中でボード状，ポ＼ソクス状  

のモジューール展開を3つげ）分矧二分けて整一印し，必要に  

応じて模型等で確認作業を行った．（Fig．5）   

試作品の特徴としてユーザーーが組み立てるノックダウ  

ン式を農本的な仕様とした．これは，購入者が生活スタ  

イルや部屋の肝偏りによ／って白山な組み杵えが［－†能であ  

り，パーーツを追加購人しながら使いやすさを高めていけ  

るシステムである．接合の方法は 丸棒を使って接合す  

る章）のや落とし込み，クサビ，やといざね等による多彩  

な方法を取り入れた．（Fig。6）   

さらに，［＝廿硬域はワ スプ〉リング製造〟）メ←カーー≠）多  

いことから木材の柱材へ板材を組み込むスプリング固定  

式の金具も併せて試作を行／〕た．これは，スギ材の柔ら  

かさが欠点になり，安定Lた接合強度が得ちれなかった  

が，今後グ）新たな木製品開発の方向性を示唆できた．   

試作品（7種類）と展示会用ディスフレイを製作する  

狛こなったが，製材業者／＼〝〕原材料の発注は，農本げ）足  

場倣の寸法材を含め－こ4種類にすぎない，さら〕に各試作  

晶において車）離村数は極端に少なく，多いも〃）で4柁璧貞  

〃）部材で組み上げる事が可能である．それにより加」二〝）  

時間短縮や前処理げ）研磨作業が簡易になるノ等，全体的な  

作業工程の調整幸）図る辛ができる．最終的には，コスト  

ダウンに／〕ながる．原村一料の寸法は，以卜のとおり．  

・枯250× T36×L4（）001ⅢT〕  

。～iF250× √ト′i5×l．4000mlTl  

・Ⅵ「210×′1’105×1．4000mm  

甲lもr150×■l’15（）×lノ4000m  

参杉凝議用がで座なこヽ寧担  
む窮¢舅℡こ栂誕な鹿足倉漁盗難泌紆が絡ま～ 訟凝薫野㍍く鼠色節約嘉を鰐汲Lこi‘恵、。 

こ：・▼J▲■【1三 一 ▼．lマ■亡t rしl、 こ 、  

、、  

■岬l■l■－ ↓ ■、 L  

，       ・   一  て－   

● －tミ・   

ハトドすネエぶセLで＼そ㌫鱒儲沖磯㍍闇卜碩∴㌧㌧ぺ㌍言トぺ   

●浅審斉憲   

きて温点蛮資プレゼンタ岬シェン  
l、  

就普遍芦箋儀  

種萄逢簡肇の建鱗  

⊥⊥㌦〆   

l†ト ニ【卜  l■：】、三ニ ■ニヰニ  

デブイント票紫ろ革患彗吏飼ミ：ミてます結こ．∨く 鷲路竜が登殿洩ノ態磨ろ敬一鍼釘  

Flg．3 fま；業〃）企l画  
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2．3．4 試作品  

製作し／た試作【」，，！Jは 以1∴（寸≠㍊トべて娃本酔出舶  

済済藤野  

試作ユ、ト∵′／tⅥTIHOO〉く0し）〇0×川ミーi（）（最小Ⅷ㌫宜：1m  

ベンチW1200×0ヰ00×【Ⅰこう50nlm  Fjg．6 接合例   

2．3．3塗装工程   

正圧 ∩然環境や健康志向が消費者び〕購買動機に穴きく  

「胃与しごおぃノぅ家具等室卜人jで身う正に置くむ〝）にノ）いてさL原  

材料の選定や製作ん法に留意する必要′ろミあ）る．和姦触れる  

表面処理に関しては特に注意が必要であり，今出け）試作品  

行以日伊隼料を基本仕様とした．ニれらは，イナ樹溶剤を使川  

しないで製作するため，作業晋1二と／つても身体にやさしノい塗  

料といえるt（Fig．7）   

〈柿渋塗料〉   

環境対応型の塗料げ）一／）として，家具や内装工用いられ  

るようになってきており，素地調整（＃1日（ト研磨）後コ水で等  

倍希釈した柿渋を刷毛携りでこ蝉けJ／つた．   

〈オイルフィニッシュ仕上げ） 

塗料が木材に浸透し／て表面に皮膜を形成しないアマニ油  

等が主成分げ）油性自然横料クリー巨を使斤L   

T程は今素地調整（芋川0研磨）後∴下塗りとしてオイルを  

刷毛塗りL′ヨウェスでふき取り研靡（＃800トLい塗畑上塗りと  

してノ刷毛塗り，ふき取り作業を繰り返す。   

〈ヤシヤ着色年オイルフィニッシュ仕上げ）   

着色とLて鉄を媒染としノたヤシヤプシ染液を仕札素地調  

整（＃180研磨）後，ヤシヤプン染液を刷毛塗畑   

油性自然学料クリヤーをF塗りコケバを取るた裾二研察（＃  

800上中塗り〉 上二塗りとしノてF仁子了塗料クリヤーを刷毛塗≠ふき  

取り作業む紘机史す   

く、白木仕上げ（水性白木用塗料）′1   

何も準／〕ていないように「⊥1然な白木細虫し合いを保たせるた  

ぜ）ぴ）仕上げ，   

素地彿整柏里沼研磨）後∴咋針としノて【水性白木摘登耳け  

リヤー全艶消をスフレー塗装∴研磨（＃100）。ヒ塗りとしノ1こぅ  

同塗料〝）スフレー塗装．  

試作2 ナ」－ゾ ルIl’：州）（）Xl）710×川う′7（）（最小王亘140）rl汀Ilベンチ  

I11をう00×Ⅰ）‘100×Hllnlnm  

試作二王 仏1200×1）こう20XIJ78加廿－1ん／ヤシヤ葉色仕様  

紆作4 Ⅵ」8り0×り4r）0×Ill川Omn［Jl木仕上げ  

試作51㌧1800×Ⅰ）1州×宣う1100汀lrrlヤトイザネに上る連結  

試作h＋附加侶用㍊侶川（痛抽11Ill：スッリンケ式金封士様  

Fjg。7 表面処理見本板  試作′7 t帽20Xl）ユ封十XH闇5拍I11】ク、－ノビさ三高け水菜宣し処理   
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平成て3考慮 研究報告 充分熟度薬科学技術センタ山   

2．4 商品化   

商Jl…－化∴おいニューザー「ニニーー ズ机把握や販路開拓け  

試作を製作していく∃二程±同時に行うはうがより粟慄的  

である．今伸二り研ノ先【i；業でさ土，仮想の合業を想定し，商  

‖i－］のネーーミングや而「与ご1構成を位牒巨訂＝二。（Fig∴㌢）日  

L…トぺギし判壬雄に∴、う洛史的r一宇某を筆文字にし、r鋸．：，直オ  

リジナル性ヤシステム化をイメージし∴キー幾何形態む細心  

′ゝ巨せてlさゴーこ′、ウノン篇〃仁†トー ［†ぺ                    、」γ ＝」Jr し／ノ＼．   

さ〔」に「企業（ハ；ノニトマークやコーホレートカラー、商  

品的ブランドに「ち与しノて同じくマーーシやiH（1での色指定せ  

行った．亘㍉㌃9  

二れぎ‡、，家庭内に／ろり∠∫亘用パ狛〃安貞やモノが置かれごい  

る辛が推察され，そういノ〕た面からむ組み替え可條亮㌧  

ステムが購人レ）ホイントになる事がわかる．  

Flg。iO 批評た◎研修会  

ノイ7ス丁ン  

SC監NE＠且  
′′クト ∠困AY  

醗蓬  
■ 、  

ノ ノウダウノ   アク㌢イ肋∧Y ヤ／で染竺督タナ汽筒宗二暴  

ユ．ナ斉応  SCE対空密雲十 T 
酢Iig。Il展ホ会   

3．2 展示会  

乳業の最終的な憤隠岐阻や日L」スギ（ノ）首〉Rとしノて展   

ホ会を開催しノ′て一 押ig．‖）  

展／Jここ会には，木材関係／賞や行政，縄道「拙策者等3り（）   

人余び）来場者があ／Jた、試作占ご，の開発意図み小判牒臓   

勘二理解していただき，今後の灘開に／〕いr情報交換   

する【㌢寺さ二／‡こ／J′十 来場ニキク坤にこi∴ を人介護施設間係   

宵むありスキ材〝Jノ表具に／）いて興味をホしノた，  

巨た 一般来場渚明方に≠〕興味宕ごも／jていただき7   

塗装や形状変化に／〕いて多数の質問があ／〕たレ  

穏。 まため   

本研究事業では スギ材の欠点である柔らかさを特徴  

とLた試作［L－㌔－製作をナーーマとしてきた⊂／日計 それらLり  

リモデルを行うとさこもに新た畑地場縫村を・清川Lた商品  

間発を矛i二うに：ま以下〔りような取り組みが不「十欠でr巨〕る，  

（jトスギノ材の藻地予Lペイ用㍍  

ノ原／トの流通及び軋犠シスナムソ）砥1L′ニドS（∵早ハ謹  

言「ヒ  

（2）スギ材〃）特徴字妄了想tヒしこ州＝二技術〃研究  

り富合や′肘軋 変形「漬1t二っ 自照ミ塗料  

（わ本朝「ゝ封系業界〔り連携  

汚いノtトナニーーサ、一を枝二した組織／うくり  

協 力  

凧場碇対∵上ろ木製品開発車業実行妾HJ  

ヰ〕一眼会社チャイン∴トケ0黒川望朝  

柿林木材普牒常にン′川上原健  

ノし川電力捗」皇宮十人分よ情  

参考文献  

1大分県＝眉玖珠地域杵※中小企業璧楕浩性化事業報ヤー吾  

2製材読ノト  12（、；に17  

SC既発監＠諸／∴三ノ攣存績み木タナセJ【∴干”ヰ       ／ 

り由蜜・、喝み上げクナ  」  

廉棚工軍配ノ彗テム噌童綿雪ナ ㍍÷忘  
インタ¶ネバ  一自在 発し込みタナ  

Fig。蜃「昏描一橋成〝）イメージ  

厳  
雌墜軋馳  

、一，  

戯言l」伽＼一字；j…螢7ノj〔仰うノミ，≡と；【i乙て宅j  

激‘、  

怒〉－く  

川  

昏 

汀ig。9 ビジニ丁アル卓引洞  

ヨ  結果起考察   

3．1批評会及びアンサmト調萱  

／「回製作しノ上諦月号－1及びそL川鋸摘描頼り届出∴ 前述  

〃）アトベイサ、一に上ろ批評た（F主g】】0）ヤ展二Jて会で〔り聞  

き拇り調軋 アンケ、ト調査で多ん血両意見を閻ぺ＊訂  

∴㍉㌧ 5と試作品の持ノ′）印象さうヌ ー般相賀′者  
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